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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバシステムと、前記サーバシステムと連携して音声や映像を含むデータを処理また
は通信する共用端末とからなる端末共用システムであって、
　前記共用端末は、
　自端末を利用する利用者を特定するための利用者特定データを、定期的または非定期に
利用者から取得する利用者特定データ取得手段と、
　前記利用者特定データ取得手段が取得した利用者特定データを前記サーバシステムに送
信する利用者特定データ送信手段と、
　前記サーバシステムから所定のサービスを実行するための利用データを受信する利用デ
ータ受信手段と、
　前記利用データにより所定のアプリケーションを実行するアプリケーション実行手段を
有し、前記利用データ受信手段が所定のサービスを実行するための利用データを受信し、
前記受信した利用データに対応するキー操作が為された場合に、前記利用者特定データ取
得手段は当該キー操作を為した利用者を特定するための利用者特定データを当該利用者か
ら取得し、前記利用者特定データ送信手段は前記取得した利用者特定データおよび当該キ
ー操作に係わる情報を前記サーバシステムへ送信し、
　前記サーバシステムは、前記共用端末から受信した前記利用者特定データと関連付けら
れて予め登録されている所定のサービスを実行するための利用データを前記共用端末に送
信する利用データ送信手段を有することを特徴とする端末共用システム。
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【請求項２】
　サーバシステムと連携して音声や映像を含むデータを処理または通信する共用端末であ
って、
　自端末を利用する利用者を特定するための利用者特定データを、定期的または非定期に
利用者から取得する利用者特定データ取得手段と、前記利用者特定データ取得手段が取得
した利用者特定データを前記サーバシステムに送信する利用者特定データ送信手段と、前
記サーバシステムから所定のサービスを実行するための利用データを受信する利用データ
受信手段と、前記利用データにより所定のアプリケーションを実行するアプリケーション
実行手段を有し、前記利用データ受信手段が所定のサービスを実行するための利用データ
を受信し、前記受信した利用データに対応するキー操作が為された場合に、前記利用者特
定データ取得手段は当該キー操作を為した利用者を特定するための利用者特定データを当
該利用者から取得し、前記利用者特定データ送信手段は前記取得した利用者特定データお
よび当該キー操作に係わる情報を前記サーバシステムへ送信することを特徴とする共用端
末。
【請求項３】
　請求項２に記載の共用端末であって、
　前記利用者特定データ取得手段は、指紋や声紋等のバイオメトリックスデータまたはパ
スワードまたはこれらを組合せた利用者特定データを取得することを特徴とする共用端末
。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の共用端末であって、
　前記サーバシステムから受信した利用データに含まれている設定データにより、利用者
固有のデータ処理環境または通信環境を自動的に設定することを特徴とする共用端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話等の携帯端末等において、端末自体は利用者に関わる情報を保持せ
ずに、適宜サーバから必要な情報をダウンロードする端末共用システムおよび共用端末に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常の携帯電話端末は、電話帳データ、着信履歴、発信履歴、送受信メール等のユーザ
固有の情報を自端末の記憶媒体に保持される。
【０００３】
　このため、携帯電話端末を紛失した場合、新たな携帯電話端末へそれまでのユーザ固有
の情報を移植することが出来ない。
【０００４】
　これに対して、例えば特許文献１には、端末の記憶媒体に蓄積されているユーザ固有の
情報を読み出してバックアップサーバに記憶させ、安全かつ確実に保存する技術が開示さ
れている。
【０００５】
　しかしながら、携帯端末を紛失した場合、携帯端末のユーザ固有の情報は、バックアッ
プサーバにより復旧することはできるが、紛失した携帯端末自体に蓄積されているユーザ
固有の情報は第三者に漏洩する恐れがある。
【特許文献１】特開２００５－３３３４０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、サーバと連動する端末であって、端末自体は認証関連以外のユーザ固
有の情報を保持せず、情報漏洩に対して安全な端末を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の端末共用システムは、サーバシステムと、前記サーバシステムと連携して音声
や映像を含むデータを処理または通信する共用端末とからなる端末共用システムであって
、
　前記共用端末は、自端末を利用する利用者を特定するための利用者特定データを、定期
的または非定期に利用者から取得する利用者特定データ取得手段と、前記利用者特定デー
タ取得手段が取得した利用者特定データを前記サーバシステムに送信する利用者特定デー
タ送信手段と、前記サーバシステムから所定のサービスを実行するための利用データを受
信する利用データ受信手段と、前記利用データにより所定のアプリケーションを実行する
アプリケーション実行手段を有し、前記利用データ受信手段が所定のサービスを実行する
ための利用データを受信し、前記受信した利用データに対応するキー操作が為された場合
に、前記利用者特定データ取得手段は当該キー操作を為した利用者を特定するための利用
者特定データを当該利用者から取得し、前記利用者特定データ送信手段は前記取得した利
用者特定データおよび当該キー操作に係わる情報を前記サーバシステムへ送信し、前記サ
ーバシステムは、前記共用端末から受信した前記利用者特定データと関連付けられて予め
登録されている所定のサービスを実行するための利用データを前記共用端末に送信する利
用データ送信手段を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、携帯端末を紛失、または破損した場合でも、共用端末自身に個人情報
を記憶していないため、第三者への情報漏洩の恐れがない。また、登録されている複数の
利用者で端末を共用できる利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面に基づいて詳細に説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の全体構成図である。図１において、１００は公衆網、３００は本シス
テムを管理するためのサーバシステム、１０１はサーバシステムと基地局とを繋ぐ交換機
、１０２は共用端末と無線通信する基地局、２００は本発明である共用端末、１０３は利
用者の個人認証を行うための認証媒体である。
【００１１】
　サーバシステム３００は、本システムを管理するためのサーバであって、利用者登録情
報、利用者認証情報等が蓄積されている。利用者が共用端末２００を使用する場合、前記
利用者認証情報と、前記認証媒体１０３から共用端末２００を介して送られてくる認証デ
ータを照合し、照合一致すると前記利用者登録情報の中のユーザ固有の利用データを共用
端末２００に送信する。
【００１２】
　共用端末２００は、定期的または必要の都度、認証媒体１０３（例えば、ＲＦＩＤ：Ra
dio Frequency IDentification）から利用者の認証データを受信し、端末データと共にサ
ーバシステム３００に送信する。なお、認証方式としてパスワード認証による認証方式の
場合はこの認証媒体１０３は不要である。また、指紋，声紋，瞳孔，静脈等のバイオメト
リックスデータを認証データとする場合は、適宜公知の認証データ取得手段を共用端末２
００が具備すればよい。
【００１３】
　サーバシステム３００により認証された後、利用者のキー操作情報をサーバシステム３
００に送信し、前記キー操作情報に応じて、サーバシステム３００が処理した、例えば、
発信処理、着信処理、ユーザ固有の電話帳検索、電話帳検索によって特定された番号によ
る発信処理、ユーザ固有のメール送受信処理等のメニュー画面情報に表示されているサー
ビスの処理等の処理結果を当該共有端末２００に送信し、データを受信すると、ＬＣＤ（
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液晶表示）画面に表示する。
【００１４】
　認証媒体１０３は、共用端末２００を利用するために利用者であることを認証するため
の認証システムであり、例えば、ＲＦＩＤ，ＩＣカード等の認証媒体であって、無線や有
線の認証インタフェースにより共用端末２００へ認証データを送信する。
【００１５】
　図２は、本発明である共用端末２００の機能ブロック図である。図２において、２０１
は基地局と無線通信を行うためのアンテナ、２０２は無線通信を行うためのＲＦ（無線周
波数）回路部、２０３は無線通信を制御する通信制御部、２０４は端末制御部、２０５は
認証媒体１０３より認証データを取得するための外部インタフェース、２０６は外部イン
タフェースが受信した認証データを取得するための認証データ取得部、２０７はＬＣＤ表
示部、２０８はサーバ３００より受信したデータを表示処理するための表示処理部、２０
９はテンキー等の入力部、２１０は利用者が入力部２０９より入力したキー操作データを
サーバシステム３００へ通知するための操作データ通知部、２１１は送話器，受話器等の
音声入出力部、２１２は音声入出力部２１１より取得した音声データをＡ／Ｄ、Ｄ／Ａ変
換し符号化，復号化するためのＣＯＤＥＣ（COder DECoder）部、２１３は各部に電力を
供給する電源部である。
【００１６】
　図３は、本システムを管理するためのサーバシステム３００の機能ブロック図である。
図３において、３０１は交換機１０１と通信をするためのデータ送受信部、３０２はデー
タの送受信を制御するための送受信制御部、３０３はサーバシステム３００を制御するた
めのサーバシステム制御部、３０４は各利用者のユーザ固有の情報データを登録するため
の利用データ記憶部、３０５は各利用者の認証データを登録するための認証データ記憶部
、３０６は利用者の使用している端末のアドレスデータを登録するための利用者データ記
憶部、３０７は利用者データと認証データを照合するための認証データ照合部、３０８は
公衆網１００に接続するための公衆回線インタフェース、３０９は認証保持期間を管理す
るための認証保持期間管理部である。
【００１７】
　図４は、共用端末２００のキー操作に応じた着信処理のフローチャートである。
【００１８】
　ステップＳ３０１で着信処理を開始し、ステップＳ３０２で共用端末２００の入力部２
０９より電源ボタンを押下すると、電源部２１３が起動し、ステップＳ３０３で共用端末
２００が起動する。
【００１９】
　ステップＳ３０４では、認証データ取得部２０６は、外部インタフェース２０５を介し
て認証媒体１０３の認証データを取得する。
【００２０】
　ステップＳ３０５では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、認証デー
タ取得部２０６の認証データを、ＲＦ回路部２０２，アンテナ２０１を介して、サーバシ
ステム３００へ送信する。
【００２１】
　ステップＳ３０６では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバシ
ステム３００がステップＳ３０５で送信した認証データとサーバシステム３００の認証デ
ータ記憶部３０５の認証データが一致した際に送信する認証ＯＫを受信したか否かを判断
する。サーバシステム３００からの認証ＯＫを受信した場合には、ステップＳ３０７に移
行し、認証ＯＫを受信しなかった場合には、ステップＳ３１４に移行する。尚、サーバシ
ステム３００の処理については図７で説明する。
【００２２】
　ステップＳ３０７では、ステップＳ３０６で認証ＯＫを受信した場合（ステップＳ３０
６；Ｙｅｓ）、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバシステム３０
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０から送信されるメニュー画面をダウンロードする。
【００２３】
　ステップＳ３０８では、表示処理部２０８は、ステップＳ３０７でダウンロードされた
メニュー画面を、ＬＣＤ表示部２０７に表示の指示を行う。ＬＣＤ表示部２０７は、指示
を受けると内容に応じて、ＬＣＤ表示を行う。
【００２４】
　ステップＳ３０９では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバシ
ステム３００より定期的に送信される認証要求を受信したか否かを判断する。認証要求を
受信した場合には、ステップＳ３１９へ移行し、認証要求を受信していない場合には、ス
テップＳ３１０へ移行する。尚、サーバシステム３００より定期的に送信される認証要求
の処理については図７で説明する。
【００２５】
　ステップＳ３１０では、ステップＳ３０９で認証要求を受信していない場合（ステップ
Ｓ３０９；Ｎｏ）、端末制御部２０４は、操作データ通知部２１０と連携して、入力部２
０９にユーザからのキー操作があったかどうかを判断する。キー操作が検出された場合に
は、ステップＳ３１１へ移行し、キー操作がなかった場合には、ステップＳ３０９に戻る
。
【００２６】
　ステップＳ３１１では、ステップＳ３１０でユーザからのキー操作があった場合、端末
制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、キー操作の内容をキー操作情報として、
サーバシステム３００へ送信する。
【００２７】
　ステップＳ３１２では、端末制御部２０４は、キー操作情報が電源ＯＦＦ操作であるか
否かを判断する。電源ＯＦＦ操作であった場合には、ステップＳ３２２に移行し、電源Ｏ
ＦＦ操作でない場合には、ステップＳ３１３に移行する。
【００２８】
　ステップＳ３１３では、ステップＳ３１２で電源ＯＦＦ操作でなかった場合（ステップ
Ｓ３１２；Ｎｏ）、端末制御部２０４は、キー操作の内容に応じて各ブロックと連携し処
理を行う。尚、キー操作の内容に応じた処理としては、本実施例では発信処理、着信処理
について後述する。他にも、例えば、ユーザ固有の電話帳検索、電話帳検索によって特定
された番号による発信処理、ユーザ固有のメール送受信処理等のメニュー画面情報に表示
されているサービス選択操作することでそのサービスを受ける事が出来る。
【００２９】
　ステップＳ３１４では、ステップＳ３０６で認証ＯＫを受信しなかった場合、端末制御
部２０４は、サーバシステム３００がステップＳ３０５で送信した認証データとサーバシ
ステム３００の認証データ記憶部３０５の認証データが一致しない際に送信する認証ＮＧ
を受信したか否かを判断し、認証ＮＧを受信した場合（ステップＳ３１４；Ｙｅｓ）には
、ステップＳ３１５に移行し、認証ＯＫを受信しなかった場合（ステップＳ３１４；Ｎｏ
）には、ステップＳ３０６に戻る。
【００３０】
　ステップＳ３１５では、ステップＳ３１４で認証ＮＧを受信した場合（ステップＳ３１
４；Ｙｅｓ）、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバシステム３０
０より利用不可画面をダウンロードする。
【００３１】
　ステップＳ３１６では、ステップＳ３１５で、利用不可画面がダウンロードされると、
表示処理部２０８は、ＬＣＤ表示部２０７に利用不可画面の内容に応じて表示を指示し、
ＬＣＤ表示部２０７は指示を受けると内容に応じて、利用不可画面のＬＣＤ表示を行う。
【００３２】
　ステップＳ３１７では、ステップＳ３１６で利用不可画面を表示すると、端末制御部２
０４は、カウントタイマー（例えば１０秒）をセットし、タイムアウトするまで待機状態
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となる。
【００３３】
　ステップＳ３１８では、端末制御部２０４は、操作データ通知部２１０と連携して、カ
ウントタイマーのタイムアウトするまで再認証操作があるか否かを判断し、再認証操作が
あった場合（ステップＳ３１８；Ｙｅｓ）には、ステップＳ３０４に移行し、再認証操作
がない場合（ステップＳ３１８；Ｎｏ）には、ステップＳ３２２に移行する。
【００３４】
　ステップＳ３１９～ステップＳ３２１では、ステップＳ３０９で認証要求を受信した場
合（ステップＳ３０９；Ｙｅｓ）、ステップＳ３０４～ステップＳ３０６と同様に、外部
インタフェース２０５からの認証データの取得、取得した認証データのサーバシステム３
００への送信、及び、サーバシステム３００からの認証ＯＫの受信の動作を行う。
【００３５】
　ステップＳ３２２では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、電源ＯＦ
Ｆ情報をサーバシステム３００へ送信する。
【００３６】
　ステップＳ３２３では、端末制御部２０４は、電源部２１３と連携して、自端末の電源
をオフにする。
【００３７】
　図５は、共用端末２００のキー操作に応じた処理の一例として、発信処理のフローチャ
ートを示す。
【００３８】
　図４のステップＳ３１３のキー操作に応じた処理として発信処理を行う場合に、ステッ
プＳ３１３０１で、本フローを開始する。
【００３９】
　ステップＳ３１３０２では、端末制御部２０４は、操作データ通知部２１０と連携して
入力部２０９にユーザからの発信操作があったかどうかを判断する。
【００４０】
　発信操作があった場合（ステップＳ３１３０２；Ｙｅｓ）、ステップＳ３１３０３で外
部インタフェース２０５から認証データを取得し、ステップＳ３１３０４で、発信操作情
報と取得した認証データとをサーバシステム３００へ送信し、ステップＳ３１３０５で、
サーバシステム３００からの認証ＯＫの受信の動作を行う。
【００４１】
　ステップＳ３１３０６では、ステップＳ３１３０５で認証ＯＫを受信した場合（ステッ
プＳ３１３０５；Ｙｅｓ）、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバ
システム３００より発信操作画面をダウンロードし、表示処理部２０８は、ＬＣＤ表示部
２０７に表示を指示し、ＬＣＤ表示部２０７は指示を受けると内容に応じて、発信操作画
面のＬＣＤ表示を行う。
【００４２】
　ステップＳ３１３０７では、端末制御部２０４は、操作データ通知部２１０と連携して
、ユーザからのダイヤル操作入力の受付を開始する。
【００４３】
　ステップＳ３１３０８では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、接続
先のダイヤルが入力されると、接続先ダイヤル情報を生成する。
【００４４】
　ステップＳ３１３０９では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、ステ
ップＳ３１３０８で生成した接続先ダイヤル情報をサーバシステム３００へ送信する。
【００４５】
　ステップＳ３１３１０では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３、ＣＯＤＥＣ部２
１２と連携して、サーバシステム３００からの通話情報または音声パケットをデコードし
て音声入出力部２１１に渡し、音声入出力部２１１から受け取った音声をエンコードして
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音声パケットを生成しサーバシステム３００へ送信し、通話が開始される。
【００４６】
　ステップＳ３１３１１では、端末制御部２０４は、終話されたか否か判断する。
　ステップＳ３１３１２では、終話されたと判断されると（ステップＳ３１３１１；Ｙｅ
ｓ）、終話操作情報をサーバシステム３００へ送信し、ステップＳ３１３１３で、発信処
理を終了する。
【００４７】
　ステップＳ３１３１４では、ステップＳ３１３０５で認証ＯＫを受信しなかった場合（
ステップＳ３１３０５；Ｎｏ）に、図３のステップ３１０へ移行する。
【００４８】
　図６は、共用端末２００のキー操作に応じた処理の一例として、着信処理のフローチャ
ートを示す。
【００４９】
　ステップＳ３１３５１では、図４のステップＳ３１３のキー操作に応じた処理として着
信処理を行う場合に、本フローを開始する。
【００５０】
　ステップＳ３１３５２では、通信制御部２０３は、サーバシステム３００より送信され
た認証要求を受信する。尚、サーバシステム３００より着信時に送信される認証要求の処
理については、図９で説明する。
【００５１】
　ステップＳ３１３５３～ステップＳ３１３５５では、ステップＳ３０４～ステップＳ３
０６と同様に、外部インタフェース２０５からの認証データの取得、取得した認証データ
のサーバシステム３００への送信、及び、サーバシステム３００からの認証ＯＫの受信の
動作を行う。
【００５２】
　ステップＳ３１３５６では、ステップＳ３１３５５で認証ＯＫを受信した場合（ステッ
プＳ３１３５５；Ｙｅｓ）、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバ
システム３００より着信処理画面をダウンロードし、表示処理部２０８は、ＬＣＤ表示部
２０７に表示を指示し、ＬＣＤ表示部２０７は指示を受けると内容に応じて、着信処理画
面のＬＣＤ表示を行う。
【００５３】
　ステップＳ３１３５７では、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サー
バシステム３００から留守着信通知を受信したか否かを判断する。留守着信通知を受信し
た場合には、ステップＳ３１３６７に移行し、留守着信通知を受信しなかった場合には、
ステップＳ３１３５８に移行する。
【００５４】
　ステップＳ３１３５８では、留守着信通知を受信しない場合（ステップＳ３１３５７；
Ｎｏ）、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバシステム３００より
着信画面をダウンロードする。
【００５５】
　ステップＳ３１３５９では、ステップＳ３１３５８で着信画面がダウンロードされると
、表示処理部２０８は、ＬＣＤ表示部２０７に着信画面の内容に応じて表示を指示する。
ＬＣＤ表示部２０７は指示を受けると内容に応じて、着信画面のＬＣＤ表示を行う。
【００５６】
　ステップＳ３１３６０では、端末制御部２０４は、操作データ通知部２１０と連携して
、入力部２０９にユーザからの通話開始操作があったかどうかを判断する。
【００５７】
　ステップＳ３１３６１では、ユーザからの通話開始操作があった場合、端末制御部２０
４は、通信制御部２０３と連携して、通話開始操作の内容を通話開始操作情報として、サ
ーバシステム３００へ送信する。
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【００５８】
　ステップＳ３１３６２では、端末制御部２０４は通信制御部２０３、ＣＯＤＥＣ部２１
２と連携して、サーバシステム３００から通話情報または音声パケットをデコードして音
声入出力部２１１に渡し、音声入出力部２１１から受け取った音声をエンコードして音声
パケットを生成しサーバシステム３００へ送信し、通話が開始される。
【００５９】
　ステップＳ３１３６３では、端末制御部２０４は終話されたか否か判断する。
ステップＳ３１３６４では、終話されたと判断されると（ステップＳ３１３６３；Ｙｅｓ
）、着信処理を終了する。
【００６０】
　ステップＳ３１３６６では、ステップＳ３１３５５で認証ＯＫを受信しなかった場合（
ステップＳ３１３５５；Ｎｏ）図４のステップＳ３１０へ移行する。
【００６１】
　ステップＳ３１３６７では、留守着信通知を受信した場合（ステップＳ３１３５７；Ｙ
ｅｓ）、端末制御部２０４は、通信制御部２０３と連携して、サーバシステム３００より
留守着信情報を受信して留守着信画面をダウンロードする。
【００６２】
　ステップＳ３１３６８では、ステップＳ３１３６７で留守着信画面がダウンロードされ
ると、表示処理部２０８は、ＬＣＤ表示部２０７に内容に応じて表示を指示する。ＬＣＤ
表示部２０７は指示を受けると内容に応じて、留守着信画面のＬＣＤ表示を行う。
　ステップＳ３１３６９では、端末制御部２０４は、操作データ通知部２１０と連携して
入力部２０９よりユーザからの発信操作を検出し、ステップＳ３１３７０で発信操作情報
をサーバシステム３００へ送信してステップＳ３１３６２へ移行する。
【００６３】
　図７は、サーバシステム３００の動作フローチャートである。
【００６４】
　図７のステップＳ４０１では、処理を開始し、ステップＳ４０２では、サーバシステム
制御部３０３は、送受信制御部３０２、データ送受信部３０１と連動して共用端末２００
より認証データを受信する。
【００６５】
　ステップＳ４０３では、共用端末２００より認証データを受信すると、認証データ照合
部３０７は、認証データ記憶部３０５と利用者データ記憶部３０６と連携して認証データ
を検索する。さらに該当する認証データが検出されると、当該認証データの利用者データ
を抽出する。
【００６６】
　ステップＳ４０４では、認証データ照合部３０７は、ステップＳ４０３で認証結果が一
致するか否かを判断する。認証結果が一致した場合には、ステップＳ４０５に移行し、一
致しない場合には、ステップＳ４１０へ移行する。
【００６７】
　ステップＳ４０５では、認証結果が一致した場合（ステップＳ４０４；Ｙｅｓ）、サー
バシステム制御部３０３は、利用データ記憶部３０４と連携してステップ４０３で抽出し
た利用者データから当該利用者の利用データを抽出し、利用データ記憶部上で擬似的な端
末を生成し、通信の際、サーバシステム制御部３０３は実際の通信制御は擬似的な端末と
行い、擬似的な端末から当該共用端末２００へキー操作情報、認証情報、音声情報、画面
情報のみのやりとりで通信を行う。
【００６８】
　これによって、共用端末を紛失した場合の個人情報の流出を抑える事ができる。
【００６９】
　ステップＳ４０６では、サーバシステム制御部３０３は送受信制御部３０２、データ送
受信部３０１、利用データ記憶部３０４と連携して、メニュー画面を共用端末２００へ送
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信する。
【００７０】
　ステップＳ４０７では、認証保持期間管理部４０７は、図４のステップＳ３０９で説明
した定期的に送信される認証要求の処理のためのタイマーを（例えば３秒）セットしスタ
ートする。
【００７１】
　ステップＳ４０８では、サーバシステム制御部３０３はデータ送受信部３０１、送受信
制御部３０２と連携して、共用端末２００から、キー操作情報を受信したか否かを判断す
る。キー操作情報を受信するとステップＳ４０９へ移行し、キー操作情報を受信しないと
ステップＳ４１２へ移行する。
【００７２】
　ステップＳ４０９では、キー操作情報を受信する（ステップＳ４０８；Ｙｅｓ）と、サ
ーバシステム制御部３０３は、キー操作情報の内容に応じて他のブロックと連携しマルチ
タスク処理を行う。尚、本実施例では、発信処理、着信処理について後述する。
【００７３】
　ステップＳ４１０では、認証結果が一致しない場合（ステップＳ４０４；Ｎｏ）、サー
バシステム制御部３０３は、認証ＮＧを送信する。
　ステップＳ４１１では、サーバシステム制御部３０３は利用データ記憶部３０４と連携
して、利用不可画面を送信する。
【００７４】
　ステップＳ４１２では、認証保持期間管理部３０９は、ステップＳ４０７でスタートし
たタイマーがタイムアウトしたか否かを判断する。（例えば３秒）タイムアウトした場合
には、ステップＳ４１３へ移行し、タイムアウトしていない場合には、ステップＳ４０７
へ移行する。
【００７５】
　ステップＳ４１３で、ステップＳ４１２でタイムアウトした場合（ステップＳ４１２；
Ｙｅｓ）、サーバシステム制御部３０３は、送受信制御部３０２データ送受信部３０１と
連携して、共用端末２００へ認証要求を送信する。
【００７６】
　ステップＳ４１４～ステップＳ４１５では、ステップＳ３０４～ステップＳ３０６と同
様の動作を行う。
【００７７】
　ステップＳ４１６では、認証データ照合部３０７はステップＳ４０３で認証結果が一致
するか否かを判断する。認証結果が一致した場合には、ステップＳ４０７に移行し、一致
しない場合には、ステップＳ４１０へ移行する。
【００７８】
　図８は、マルチタスク処理「発信処理」のフローチャートである。図７のステップＳ４
０９のマルチタスク処理において、発信処理を行う場合にステップＳ４０９０１で、本フ
ローを開始する。
【００７９】
　ステップＳ４０９０２では、サーバシステム制御部３０３は、データ送受信部３０１、
送受信制御部３０２と連携して、共用端末２００から発信操作情報を受信する。
【００８０】
　ステップＳ４０９０３～ステップＳ４０９０６では、ステップＳ４０２～ステップＳ４
０５と同様に、共用端末２００より認証データを受信し、認証結果が一致するか否かの判
断を行い、認証結果が一致した場合には、認証ＯＫを送信する。
動作を行う。
【００８１】
　ステップＳ４０９０７では、サーバシステム制御部３０３は、送受信制御部３０２、デ
ータ送受信部３０１、利用データ記憶部３０４と連携して、発信操作画面を共用端末２０
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０へ送信する。
【００８２】
　ステップＳ４０９０８では、サーバシステム制御部３０３は、データ送受信部３０１、
送受信制御部３０２と連携して、共用端末２００から接続先ダイヤル情報を受信する。
【００８３】
　ステップＳ４０９０９では、サーバシステム制御部３０３は、送受信制御部３０２、デ
ータ送受信部３０１、利用データ記憶部３０４と連携して、ステップＳ４０５で生成した
擬似端末を送信元としてステップＳ４０９０８で受信した接続先ダイヤル情報を送信先と
してセッション処理を開始する。
【００８４】
　尚、セッション処理はＳＩＰプロトコルを用いたセッションを行う。ＳＩＰプロトコル
は公知技術であるので処理の内容は省略する。また、本実施例ではＳＩＰプロトコルを用
いて説明するが、Ｈ３２３や通常のアナログ電話によるセッション処理であってもよい。
【００８５】
　ステップＳ４０９１０では、サーバシステム制御部３０３は送受信制御部３０２、デー
タ送受信部３０１、利用データ記憶部３０４と連携して、相手端末から通話情報または音
声パケットを受信すると共用端末２００へ送信し、共用端末２００から音声パケットを受
信すると共用端末２００へ送信し、中継することで通話を開始する。
【００８６】
　ステップＳ４０９１１では、サーバシステム制御部３０３は、終話が検出したか否かを
判別する。また終話の検出とは、ＳＩＰプロトコルのＢｙｅ情報を相手端末から検出、無
線端末のオフフック操作を検出した場合である。
【００８７】
　ステップＳ４０９１２では、終話が検出されると、サーバシステム制御部３０３は送受
信制御部３０２、データ送受信部３０１、と連携して、ＳＩＰプロトコルの通話終了セッ
ション処理を行う。
【００８８】
　ステップＳ４０９１３では、セッション処理を終了すると本フローを終了する。また、
ステップＳ４０９１４では、ステップＳ４０９０５で、認証結果が一致しない場合には、
ステップＳ４０９に移行する。
【００８９】
　図９は、マルチタスク処理「着信処理」のフローチャートである。
【００９０】
　ステップＳ４０９５１で処理を開始し、ステップＳ４０９５２では、サーバシステム制
御部３０３は、利用データ記憶部３０４と連携して、利用データに着信情報があるか否か
を判断する。利用データに着信情報があった場合には、ステップＳ４０９６７へ移行し、
利用データに着信情報がない場合には、ステップＳ４０９５３へ移行する。
【００９１】
　ステップＳ４０９５３では、サーバシステム制御部３０３は、送受信制御部３０２、デ
ータ送受信部３０１と連携して、ネットワークから相手端末より着信情報を受信したか否
かを判断する。相手端末より着信情報を受信した場合には、ステップＳ４０９５４へ移行
し、相手端末より着信情報を受信しない場合、ステップＳ４０９５２へ移行する。
【００９２】
　ステップＳ４０９５４では、相手端末より着信情報を受信した場合（ステップＳ４０９
５３：Ｙｅｓ）、サーバシステム制御部３０３は利用データ記憶部３０４と連携して、着
信情報の着信先の擬似端末がいるかいないかを判断し、当該共用端末２００が存在するか
否かを判断する。共用端末２００が存在する場合には、ステップＳ４０９５５へ移行し、
共用端末２００が存在しない場合には、ステップＳ４０９６８へ移行する。
【００９３】
　ステップＳ４０９５５～ステップＳ４０９６０では、ステップＳ４０９０２～ステップ
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Ｓ４０９０６と同様の動作を行う。
【００９４】
　ステップＳ４０９６１では、サーバシステム制御部３０３は、送受信制御部３０２、デ
ータ送受信部３０１と連携して、共用端末２００へステップＳ４０９５３で受信した着信
情報画面、又は、留守着信通知を送信し、留守着信画面情報を送信する。
【００９５】
　ステップＳ４０９６２では、サーバシステム制御部３０３は、送受信制御部３０２、デ
ータ送受信部３０１と連携して、共用端末２００から通話開始操作情報を受信する。
【００９６】
　ステップＳ４０９６３～ステップＳ４０９６６では、図８のステップＳ４１０１０～ス
テップＳ４１０１２と同様の処理を行う。
【００９７】
　ステップＳ４０９６７では、ステップＳ４０９５２で利用データに着信情報があった場
合（ステップＳ４０９５２；Ｙｅｓ）、サーバシステム制御部３０３は、利用データ記憶
部３０４と連携して、着信情報の着信先の擬似端末がいるかいないかを判断し、当該共用
端末２００が存在するか否かを判断する。共用端末２００が存在する場合には、ステップ
Ｓ４０９５５へ移行し、共用端末２００が存在しない場合には、ステップＳ４０９６９へ
移行する。
【００９８】
　ステップＳ４０９６８では、ステップＳ４０９５４で共用端末２００が存在しない場合
、サーバシステム制御部３０３は、利用データ記憶部３０４と連携して、着信情報を留守
着信情報として保存する。
【００９９】
　ステップＳ４０９６９では、本フローを終了する。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】図１は、本発明の全体構成図である。
【図２】図２は、本発明の共用端末２００のブロック図である。
【図３】図３は、本発明のサーバシステム３００のブロック図である。
【図４】図４は、本発明の共用端末２００のキー操作に応じた着信処理のフローチャート
である。
【図５】図５は、本発明の共用端末２００のキー操作に応じた発信処理のフローチャート
である。
【図６】図６は、本発明の共用端末２００の着信処理の動作フローチャートである。
【図７】図７は、本発明のサーバシステム３００の動作フローチャートである。
【図８】図８は、本発明のマルチタスク処理「発信処理」のフローチャートである。
【図９】図９は、本発明のマルチタスク処理「着信処理」のフローチャートである。
【符号の説明】
【０１０１】
　　１００　　公衆網
　　１０１　　交換機
　　１０２　　基地局
　　１０３　　認証システム
　　２００　　共用端末
　　２０１　　アンテナ
　　２０２　　ＲＦ回路部
　　２０３　　通信制御部
　　２０４　　端末制御部
　　２０５　　認証データ取得部
　　２０７　　ＬＣＤ表示部
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　　２０８　　表示処理部
　　２０９　　入力部
　　２１０　　操作データ通知部
　　２１１　　音声入出力部
　　２１２　　ＣＯＤＥＣ部
　　２１３　　電源部
　　３００　　サーバシステム
　　３０１　　データ送受信部
　　３０２　　送受信制御部
　　３０３　　サーバシステム制御部
　　３０４　　利用データ記憶部
　　３０５　　認証データ記憶部
　　３０６　　利用者データ記憶部
　　３０７　　認証データ照合部
　　３０８　　公衆回線インタフェース
　　３０９　　認証保持期間管理部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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